






































を借りて深く御礼を申しあげます。また，本稿はその後 2015年 11月 1日に日本国際政治学会 2015
年度研究大会（於 : 仙台国際センター）分科会 E-3国際交流 IIIで筆者が行った報告「ユネスコ設
立過程とイギリス，日本─平和のための教育文化協力─」の原稿の一部分に仙台についての考察を
加え，大幅に加筆修正を行ったものでもある。
（2）　Lord Butler of Saffron Walden, Azad Memorial Lectures, 1970 : Survival Depends on Higher Education, 

























（3）　この段落と次段落の記述については，特記のない限り，以下の論文に依っている。A.J. Stockwell, ‘ “The 
Crucible of the Malayan Nation” : The University and the Making of a New Malaya,1938-62’, Modern Asian 



































（6）　Nicholas White, Decolonization : e British Experience since 1945, 2nd edn., Routledge, 2014, p. 35.
（7）　加藤剛「『開発』概念の生成をめぐって」『アジア・アフリカ地域研究』第 13-2号（2014年 2月），
112-147頁。
（8）　Rosaleen Smyth, ‘Britain’s African Colonies and the British Propaganda during the Second World War’, e 





























第 146号（2006年 11月），120-139頁 : 121-123頁。を参照されたい。「 」内引用文は，e Times, 18 
February 1942. 
（10）　Annual Report of the Makerere University College, 1954～1972（京都大学図書館所蔵）.　Manuscript 
Sources of Bernardo de Bunsen, MSS.Afr.s.1825, IX （24）, Rhodes House, Oxford ; Stockwell, op.cit., p. 1186. 
都丸，「イギリスの対東南アジア文化政策」，130頁。


























（12）　‘Butler, Richard Austen[Rab], Baron Butler of Saﬀron Walden （1902-1982）, Oxford Dictionary of National 
Biography （以下 ODNBと略記）, online, 30886.　http://www.oxforddnb.com.ez.wul.waseda.ac.jp （2015年
10月 5日最終アクセス）。（以下 ODNBの URLと最終アクセス日は同じ）。
（13）　Baron Butler of Saﬀron Walden [R.A.Butler], e Art of the Possible : the memoirs of Lord Butler, Hamish 
Hamilton, 1971, pp. 91-92, 96.
（14）　ibid., pp. 36-44, 47, 102, passim. バトラーは母もインド生まれであった（ibid., p. 4）。バトラーは回顧
録冒頭で，自分の 40年間の公的生活は，アカデミックと政治と，「かつて我々の偉大な Raj（筆者注 :
イギリスのインド支配）の一部で，今も文化的には世界の縮図であるところ（筆者注 : インド）」
の三脚からなっている，と述べている（ibid., p. 1）。
（15）　Butler, e Art of the Possible, pp. 189-192. 
（16）　Ibid., p. 29.
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1945年 12月まで本会議だけでも計 21回開かれ，ユネスコの 2つの起源のうちの一つと
（17）　Paula Bartley, Ellen Wilkinson : From Red Suragist to Government Minister, Pluto Press, 2014, pp. 6, 83, 
88-90, 120, 123-127.　‘Wilkinson, Ellen Cicely （1891-1947）’, ODNB, online, 36902.
　　教育大臣として，厳密にはバトラーの後任はリチャード・ロー（Richard Law）であったが，その
在任は 1945年の 5月から 7月のわずか 2ヵ月であり，実際には労働党政権下のウィルキンソンが
バトラーの政策を引き継いだ。バトラー自身，回顧禄の中で，ウィルキンソンが党内の反対を押し
切って勇敢に自分が計画した卒業年齢の引き上げを実現してくれたと評価している（Butler, e Art 
























（18）　James P. Sewell, UNESCO and World Politics : Engaging in International Relations, Princeton University 
Press, 1975, p. 36-45.　Miriam Intrator, ‘Educators across Borders : the Conference of Allied Ministers of 
Education, 1942-45’, Dan Plesch and Thomas G. Weiss, eds., Wartime Origins and the Future United Nations, 
Routledge, 2015, Kindle, pp. 56-76 : p. 61. The National Arhcives, U.K. 所 蔵 フ ァ イ ル（ 以 下 TNA），
ED42/1（CAME準備に関する教育庁ファイル）; BW74/1（ブリティッシュ・カウンシルの CAME会




になった（BW74/1 : 3rd meeting, 16 March 1943）。
（19）　TNA, CO1045/292 : Statement of Inter-Allied Book Centre. BW74/2 : 3rd Executive Bureau （以下 EB） meet-
ing, 24 November 1943. 
（20）　Sewell, op.cit., pp. 36-45, 52f. 「汚染除去と再教育」という表現は，CAMEの提案を各国教育大臣に
する際に教育庁が準備したメモランダムの中に加えられた表現であった （TNA, ED42/1, ‘Draft letter 
to foreign ministers of education’, attached to minutes dated 4 May 1942.）。
（21）　BW74/1 : 1st meeting, 16 November 1942.









承認され，アメリカは 5月の第 4回会議からオブザーバーを派遣，さらに 1944年 4月の
















（24）　BW74/1 : 9th meeting, 6 April 1944, and 2 open meetings of 12 and 14 April 1944 ; 15th meeting, 10 January 
1945. FRUS （Foreign Relations of the United States documents） 1943v01.i0028 ‘Proposed Participation of the 
United States in Meetings of the Conference of Allied Ministers of Education’, pp. 1152-1162.　Sewell, op.cit., 
41, 64.
（25）　廣部泉「国際連盟知的協力国際委員会の創設と新渡戸稲造」『北海道大学文学研究科紀要』121号，
2007年 12月，1-20頁 : 16頁。斎川貴嗣「国際文化交流における国家と知識人─国際連盟知的協力
国際委員会の設立と新渡戸稲造」，平野健一郎，古田和子，土田哲夫，川村陶子編『国際文化関係
史研究』，東京大学出版会，2013年，431-453頁 : 445頁。
（26）　BW74/1 : 1st meeting, 16 November 1942 ; 2nd meeting, 19 January 1943 ; 4th meeting, 25 May 1943 ; 9th 



























（28）　BW74/1 : 2nd meeting, 19 January 1943.
（29）　BW74/1 : 15th meeting, 5 January 1945 ; 16th meeting, 7 March 1945. Sewell, op.cit., pp. 74-76, 104-106.
（30）　BW74/1 : 7th meeting, 7 December 1943 ; 2nd open meeting, 14 April 1944 ; 15th meeting, 10 January 1945.
（31）　Sewell, op.cit., pp. 74-76.
（32）　BW74/1 : 2nd open meeting, 14 April 1944.
（33）　最上敏樹『ユネスコの危機と世界秩序─非暴力革命としての国際機構』東研出版，1987年，92頁。
（34）　BW74/1 : 12th meeting, 12 July 1944. 潘亮「占領下の日本の対外文化政策と国際文化組織─ユネス
コ運動を中心に」『国際政治』第 127号（2001年 5月），185-205頁 : 189頁。ICICの国内委員会の
存在については斎川貴嗣「知的協力から国際文化交流へ─ 1930年代国際連盟知的協力国際委員会













団体である英国世界市民教育協会（British Council for Education in World Citizenship）が，
それぞれ国際教育機関設立を求める報告書を各連合国政府に提出していた状況が背景に
















（35）　BW74/1 : 1st meeting, 16 November 1942.


























（37）　‘1941 The Declaration of St. James’ Palace’, The United Nations Homepage : http://www.un.org/en/sections/
history-united-nations-charter/1941-declaration-st-james-palace/index.html（2016年 1月 30日最終アク
セス）。
（38）　TNA, FO1047/83 : Records of Inter-Allied Confrences.　TNA, BW2/301 : Records of Unoﬃcial Confer-
ences of Allied Historians, 1940-43.　TNA, CO1045/292 : letter from Association of University Professors 
and Lecturers of Allied Countries in Great Britain, to overseas counterparts, 24 March 1944.　BW74/1 : 5th 
meeting, 27 July 1943.　BW74/2 : 3rd EB meeting, 24 November 1943. 
（39）　BW74/1 : 5th meeting, 27 July 1943.




























（41）　BW74/1 : 6th meeting, 5 October 1943 ; 11th meeting, 24 May 1944.
（42）　ED42/1 : Ifor Evans, ‘British Influence in Education Overseas and the Work of the British Council’, 27 May 
1942.
（43）　BW74/1 : 1st meeting, 16 November 1942.　CAMEには第 1回から，ブリティッシュカウンシル，イ
ギリス外務省からの官僚に加えて，スコットランド教育局の代表も出席していた（BW74/1 : ibid., 
passim.）。スコットランドは多くのポーランド人亡命者も受け入れていた。
（44）　BW74/2 : 5th EB meeting, 22 December 1943 ; 25th EB meeting, 6 December 1944. 


























加盟支持はすでに 1946年からあったが，日本は講和前の 1950年 12月に加盟申請を行った。
イギリスは当初講和前の加盟には反対であり，ユネスコの母体である経済社会理事会での
1951年 3月の投票では棄権したが，ソ連圏とフィリピンの計 4ヵ国のみの反対で賛成多
数となり，その結果 1951年 6月 21日にユネスコ総会の投票に付された時には，本国外務
（46）　ED42/1 : Advisory Panel on External Aﬀairs, draft minutes of meetings held on 20 July 1942.
（47）　BW74/1 : 9th meeting, 6 April 1944. Intrator, op.cit., p. 60.
（48）　FO924/302 : LC4773.
（49）　FO371/95911 : USE1002/15 ; USE1002/23.
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省からは一転，歓迎せよとの訓令がとどき，支持の投票を行った。結果として，賛成 47，
























（50）　FO371/95911 : USE1002/20 ; USE1002/21 ; USE1002/22 ; USE1002/24.






































































（63）　国会議事録，第 2回国会衆議院文化委員会 : 5号，1948年 4月 13日，馬場秀夫発言 ; 6号，4月
14日，川越博発言 ; 6号，4月 14日，森戸辰男文部大臣発言。






































































（74）　都丸，「イギリスの対東南アジア文化政策」，124-125，130頁。Barry Webb, Edmund Blunden : A 
Biography, Yale University Press, 1990, p. 275.



































（78）　エドマンド・ブランデン著，富山茂訳『日本遍路 A Wanderer in Japan』朝日新聞社，1950年，
86-87頁。
（79）　FO371/88920 : from Bodet, UNESCO, to Redman, UK Liaison Mission in Japan （UKLIM）, 30 June 
1950 ; from Shattock, FO, to Gascoigne, UKLIM, 12 September, 1950 ; passim.
51ユネスコ設立過程とイギリス，仙台
差を超えて，平和の回復・維持という公共性をめざす意思があったことが重要と思われる。
講和前日本のユネスコ加盟承認への急転換も，公共性重視の結果であったとみなすことが
できよう。さらに，日本の早期加盟へのアメリカの支援や，おそらくイギリスの賛成への
転換にも一因となった，世界に先駆けた仙台での民間ユネスコ運動の高まりは，戦前から
東北帝国大学で教授陣を中心に醸成された開明的・国際的な環境や労働組合運動に見られ
る社会意識の高さに触発され，同時に日米政府の東北終連・宮城軍政部を通じた積極的な
支援に助けられたことも，ある程度判明した。仙台には，敗戦直後の混乱の時期にも，イ
ギリスの文化官も惹き付けるような，文化的な活気や魅力が生き続けていたと推測される
のである。
